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埼玉大学の
2021年度
活動報告

SaCRA望遠鏡

埼玉大学(さいたま市桜区)
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SaCRA望遠鏡 (2012年)

D=55cm, 赤道儀式

2つの焦点：カセグレン F/6.5    

主焦点 F/2.8

検出器（13.4mmチップ)で･･･

12’.8 × 12’.4 (0.”73/pix)@カセ

32’.9 × 32’.0 (1.”87/pix)＠主焦点

36cm望遠鏡 (2016年）

教育利用

大学生の学生実験

一般市民、小中高対象の観望会、
教室

中高生のSSHやJSTグローバルサ
イエンスキャンパス一年研究etc.. 5

SaCRA = Saitama Common-use Research telescope for Astronomy

柴田17

三色(r, i, z)同時撮像偏光装置 MuSaSHI
小型エシェル中分散分光装置SuSaNoo
可視撮像装置(B/V/R/I/Hα/SII/r/i/z/y)
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撮像

偏光撮像

分光

MuSaSHI
(3波長同時偏光撮像装置)

SuSAnoO
(可視小型エシェル分光器)

Single Filter Turret (1波長)

2021/11/26
9

SaCRAシステムの観測装置
可視光装置３つ

Hα

可視の長波長側の3波長帯(r,i,z)を同時に偏光・撮像観測

同一観測条件で効率良く観測できる

FOV ～ 12.8’× 12.4’(＠F6.5)
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光学系 ウェッジ付きダイクロイックミ
ラー＋フィルター

検出器 FLI ML4710-DD×2
ML4710-MB×1

(e2V CCD4710:1056x1027使用)

観測波長 SDSS準拠 r(5,500-6,800Å)
i(7,000-8,100Å)
z(8200-10,000Å)

観測視野
@SaCRAカセグレン

12.8 × 12.5 arcmin
（0.727 arcsec/pixel）

筐体 アルミニウム製 + アルマイト

40×40×10cm 10kg(+検出器)

限界等級
（S/N=10@60秒）

r~16.3m, i~16.3m, z~16.3m

Oasa et al. 2020 

潮田 2016 修士論文

小型/明るい光学系のため、
より大口径の望遠鏡に搭載可能

↓
なゆた2m望遠鏡（F12.8）

ぐんま天文台1.5m望遠鏡（F12.2)
MuSaSHI用マウントを作成＋観測
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直進光学系 透過型エシェルグリズム,スリットター
レット,エシェルグリズム,クロスディス
バーザー,カメラレンズ

検出器 FLI ML4710-MB/DD  / FLI KL400

スリット幅 18~180µm,∞の8種

観測波長 3700〜10000[Å]

分解能 R~3,000(@6,000Å スリット36μm)

筐体 アルミニウム製(アルマイト処理表面)
600×100×100mm ~8kg

10[cm] 10[cm]
60[cm]

カメラレン
ズ

エシェル
グリズム

クロス
ディスパーザ

検出器

望遠鏡

ឍ༨ᝀᑝǌͼԔ௣ԔҴګ ÔöÔÂïðÐ

窪田 2016、宮川 2017、小田倉2021 卒業論文

FLI KL400 （CMOS)

GPixel GSense400; 裏面照射

2048 x 2048 pix (11μm)  
← 広視野（ML4710に比べて1.5倍）

最速: 48 fps 1.6 e- read out noise
← 高速、低ノイズ

冷却: 外気温-40 ℃

FLI ML4240 （CCD)

e2v CCD42-40-1-368 ; 裏面照射
2048 x 2048 pix (13.5μm)                      
← 広視野（ML4710に比べて～2倍）
冷却: 外気温-55 ℃

Neランプ
(exp=1s)

5000〜9000Å

Hgランプ
(exp=1s)

3500〜5000Å

Hg-Ar

Ne Ar-Ne-Hgランプ
(exp=0.03s)
3500〜9000Å

2つのランプを組み合わせて
Ne-Hg-Arランプとし、
3500～9000Åの較正が可能に

比較内装置光源（スライド式ミラー
ボックス）に改良

比較内装置光源（スライド式ミラー
ボックス）に改良

鏡筒に設置された波長較正用ランプ
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○連携観測実行夜数

SaCRA 6晩 （2020年12月－2021年11月）

SKYNET40-60cm望遠鏡＠アメリカ、オーストラリア、チリ 179晩
Prompt6,RRRT, SRO,SBO,RRRT,DSO-17,DSO-14 ,Prompt-USASK 

○観測実行員数 スタッフ2＋学生6  計8名

eROSITA AGN 52天体 112晩 Prompt6,SRO,SBO,RRRT,DSO-17,DSO-14

eROSITA 食連星1天体 5晩 Prompt6,SRO,RRRT

SN2021zny  52晩 Prompt6,RRRT,DSO17,SRO,SBO,Prompt-USASK,SaCRA

MAXI J0903-531 2晩 Prompt6

IceCube AT2021ung 5晩 Prompt6

地球近傍小惑星 2021CO 1晩 SaCRA

Starlink 衛星 8晩 SaCRA, Prompt2

³±³²श✧ÐÊÔÕÆÓឍ༨

波長(nm)

減
光
率

χ2= 1.825

H2O+CH4+K 
model

500              1000                       2000

● 本研究
■ モデル値

Teq: 2122 K
log P0: 0.086 bar

波長(nm)

減
光
率

結果：減光率の波長依存性

減光率の最大値
減光率の最小値 の値を波長依存

性の指標とし、主星・惑星の物理
量との関係を調査

● 活動性高
● 活動性低
● 活動性未調査

主星の金属量 [Fe/H]

減
光
率
最
大
値/

最
小
値

金属量の高い天体は
波長依存性が小さい天

体が多い
↓

主星の金属量により
惑星大気の厚さや雲の
有無・種類等に差異？

波長依存性大

波長依存性小

TrES-3bの大気組成を
H2O, CH4, Kと推定

石岡2021
修士論文
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ぐんま天文台
150cm望遠鏡
カセグレン、ナスミス共に、焦点が暗い

装置
低分散分光器GLOWSのみが安定運用。
高分散分光器GAOESは岡山へ移設

→ 筐体は残っている
赤外線装置GIRCSは停止中。

⇒ MuSaSHIを搭載して、
可視三波長同時撮像観測？視野が狭いのがデメリット。

BCS1焦点

S106の画像(露出時間30秒).左からr, i, z バンド.FOV=2.5’

ベントカセグレン焦点（F12.2）に搭載するマウント製作

→ 観測視野2.5’×2.5’, 0.15”/pix (シーイング 2-3”@GAO)

オーバーサンプリングで視野が狭い

↓

MuSaSHIの設計値（F6.5）あたりの明るい焦点（4.7’×4.7’, 0.27”/pix＠

1.5ｍF6.5）すべく

F12.2 → F6.5-7のためのレデューサーの設計中（詳細は金井ポスター）

系外惑星のトランジット観測

観測天体 HAT-P-38

等級＠z ～ 13.0 mag

観測日 2020/10/30

観測時間 21:32-27:00

シーイング ~3”

バンド 減光率[%] 半径比

r 1.496 0.1219 ..
i 1.530 0.1237 ..
z 1.522 0.1234 ..

フィッティング解析結果

観測情報

ぐんま1.5m＋MuSaSHI 2
.5

’

（詳細は金井ポスター）
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まとめ
SaCRA望遠鏡＋36cm望遠鏡 ＋SKYNET望遠鏡

小型ながら、可視の長波長(特にz-band)、多波長測光で貢献

SKYNETは、天候や経度の違いにより、突発天体観測に柔軟に対応

装置群の広視野化や安定運用

SaCRA用装置：三波長同時撮像装置、小型中分散分光器、可視撮像装置 ＋
36cm望遠鏡の組合せ → 四波長同時測光・測光分光同時観測

トランジット現象の多波長同時観測、狭帯域によるYSO探査

ぐんま天文台1.5mの観測共同研究

MuSaSHIを搭載した科学観測 → 今後、明るい焦点に設置してより広視野に。

光赤外線大学間連携事業研究の特色を活かしたࠜᄉ௟ᓑ
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一般市民・小中高校生対象の観望会、教室、講演会等での社会貢献

多種多様な観測・装置開発等の経験から、研究を発展かつ視野を拡大

→ 幅広い観点での人材育成
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